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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 109,504 1.2 13,236 12.9 13,976 15.2 8,930 3.4
2021年３月期 108,209 1.9 11,727 18.8 12,136 26.7 8,640 22.3

（注）包括利益 2022年３月期 9,553百万円 （△3.7％） 2021年３月期 9,921百万円 （61.2％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 174.12 － 11.4 12.2 12.1
2021年３月期 166.58 － 12.0 11.4 10.8

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 234百万円 2021年３月期 284百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 115,885 80,817 69.7 1,591.20
2021年３月期 112,610 75,917 67.3 1,463.01

（参考）自己資本 2022年３月期 80,739百万円 2021年３月期 75,820百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 8,597 △2,350 △4,687 30,022
2021年３月期 15,206 △7,228 △2,499 28,259

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － － － 50.00 50.00 2,598 30.0 3.6

2022年３月期 － － － 54.00 54.00 2,746 31.0 3.5

2023年３月期（予想） － － － 59.00 59.00 32.0

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 50,000 1.0 5,200 △3.0 5,400 △4.1 3,700 12.1 73.44

通期 112,000 2.3 13,100 △1.0 13,500 △3.4 9,300 4.1 184.58

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 55,504,450株 2021年３月期 57,804,450株
②  期末自己株式数 2022年３月期 4,762,906株 2021年３月期 5,979,159株
③  期中平均株式数 2022年３月期 51,289,634株 2021年３月期 51,867,357株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 94,551 5.2 12,283 19.4 12,843 22.7 9,966 35.1
2021年３月期 89,918 △0.1 10,289 17.8 10,471 17.1 7,378 59.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期 194.32 －
2021年３月期 142.25 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 98,153 67,863 69.1 1,337.43
2021年３月期 93,520 62,629 67.0 1,208.48

（参考）自己資本 2022年３月期 67,863百万円 2021年３月期 62,629百万円

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 42,500 △1.6 4,900 △3.6 5,100 △3.8 3,500 △27.2 69.47

通期 95,000 0.5 12,000 △2.3 12,300 △4.2 8,500 △14.7 168.71

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

２．2023年３月期の個別業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
今後様々な要因によって予想数値と異なる結果になる可能性があります。
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事業・工種別

受注高（単位：百万円） 売上高（単位：百万円）
次期繰越工事高

（単位：百万円）

前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度

当連結

会計年度

　斜面・法面対策工事 38,383 38,075 40,597 37,324 13,879 14,594

　基礎・地盤改良工事 36,349 41,268 36,230 38,625 19,414 22,071

　補修・補強工事 11,339 5,569 5,628 7,919 7,068 4,719

　環境修復工事 2,705 2,139 2,061 2,405 1,202 936

　一般土木工事 6,924 5,620 6,405 7,033 8,912 7,532

　建築工事 14,772 16,093 15,304 14,764 12,017 13,346

　その他工事 1,072 1,190 1,417 1,073 272 376

 建設部門計 111,547 109,956 107,645 109,147 62,768 63,577

 商品・資材販売部門 - － 563 356 - －

 合  計 111,547 109,956 108,209 109,504 62,768 63,577

１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により緊急事態宣言が断続的に発出さ

れるなどの影響を受けながらも、ワクチン接種の進展による段階的な経済活動の再開に伴う景気回復の兆しが見られ

ました。一方で、米中対立の激化やロシアによるウクライナへの侵攻などの地政学リスクは、コロナ禍における原油

や原材料価格等の上昇に拍車をかけており、景気の先行きは極めて不透明な状況が続いております。

建設業界におきましては、民間建設投資は設備投資に持ち直しの動きが見られるものの本格的な回復までには至

っていない状況です。一方で、政府建設投資は防災・減災、国土強靭化及び将来を見据えたインフラ老朽化対策を中

心として引き続き高水準で推移しております。

このような状況のもと、当社グループの当連結会計年度の売上高は、手持工事の施工が順調に進捗したことによ

り、1,095億４百万円(前期比1.2％増)となりました。

利益面では、売上高の増加に加え、工事採算性が向上したことにより、売上総利益は239億４千９百万円(前期比

8.0％増)となりました。

営業利益につきましては、売上総利益が増加したことにより、132億３千６百万円(前期比12.9％増)となりまし

た。経常利益は、139億７千６百万円(前期比15.2％増)、親会社株主に帰属する当期純利益は、89億３千万円(前期比

3.4％増)となりました。

① 部門別の概況

 　 当連結会計年度における、当社グループの受注高・売上高・次期繰越工事高は下記のとおりです。
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　　建設部門における受注高の工事種目別の状況は、下記の通りです。

　イ．斜面・法面対策工事

令和元年房総半島台風・東日本台風の被害による災害復旧工事が減少したことなどにより、380億７千５百万円

(前期比0.8％減)となりました。

　ロ．基礎・地盤改良工事

当社において道路の新設に伴う地盤改良工事が増加したことに加え、米国連結子会社の地盤改良工事が増加した

ことにより、412億６千８百万円(前期比13.5％増)となりました。

　ハ．補修・補強工事

NEXCO発注の大型橋梁補修工事の受注の反動減があったことにより、55億６千９百万円(前期比50.9％減)となり

ました。

　ニ．環境修復工事

民間発注の土壌汚染対策工事の受注が減少したことなどにより、21億３千９百万円(前期比20.9％減)となりまし

た。

　ホ．建築工事

首都圏におけるマンション建築工事の受注が増加したことなどにより、160億９千３百万円(前期比8.9％増)とな

りました。

　ヘ．一般土木・その他工事

道路の新設に伴う一般土木工事の受注の反動減があったことなどにより、68億１千万円(前期比14.8％減)となり

ました。

(2）当期の財政状態の概況

資産につきましては、受取手形・完成工事未収入金等の増加により、前連結会計年度末より32億７千５百万円増

加致しました。

負債につきましては、支払手形・工事未払金等及び未成工事受入金の減少により、前連結会計年度末より16億２

千４百万円減少致しました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する当期純利益を89億３千万円計上したことによる増加が、関係会社

株式売却損による利益剰余金及び自己株式の取得による減少を上回ったため、前連結会計年度末に比べ48億９千９百

万円増加致しました。
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2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

自己資本比率 64.9％ 67.4％ 67.3％ 69.7％

時価ベースの自己資本比率 80.0％ 63.0％ 86.5％ 85.5％

債務償還年数 0.2年 0.19年 0.05年 0.10年

インタレスト・カバレッジ・レシオ 397倍 186倍 597倍 291倍

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フローは、85億９千７百万円の収入超過（前年同期は152億６百万円の収入超過）と

なりました。これは主に、法人税等の支払額（47億１千９百万円）による支出を、税金等調整前当期純利益（132億

７千９百万円）による収入が上回ったことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、23億５千万円の支出超過（前年同期は72億２千８百万円の支出超過）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出（29億７千万円）によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、46億８千７百万円の支出超過（前年同期は24億９千９百万円の支出超

過）となりました。これは主に、配当金の支払額（25億９千３百万円）及び自己株式の取得による支出（20億７千７

百万）によるものであります。

  以上により、当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末比17億６千３百万円増加し、

300億２千２百万円となりました。

 (参考）　キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※各指標は、いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。

※株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を使用しております。

※営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。

  また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息支払額を使用しております。
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(4）今後の見通し

　今後の国内建設市場の見通しにつきましては、民間建設投資は、コロナ禍の影響から脱して復調しつつあるものの

依然不透明な状況が続くものと予想しております。一方で、政府建設投資は、当社グループのコア事業との親和性が

高い防災・減災、国土強靭化を中心とした予算の執行が期待され、当面堅調に推移するものと見込んでおります。

　こうした状況のなか、専業土木分野においては、グループ会社を含めた各拠点の個性を活かした営業活動を強化

し、事業量の確保に努めてまいります。また、採算性を重視した選別受注を継続し、利益の確保に努めてまいりま

す。これに加え、建築事業及び海外事業の更なる充実を図り、グループ全体として必要利益の確保を図ってまいりま

す。

　当社グループの2023年３月期の連結業績予想につきましては、売上高1,120億円、営業利益131億円、経常利益135

億円、親会社株主に帰属する当期純利益93億円を見込んでおります。

(5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　剰余金の配当につきましては、業績や経営環境を勘案した上で、長期的かつ安定的な配当を継続して行うことを基

本方針としております。

　当期の配当につきましては、上記基本方針と中期経営計画目標を踏まえ、１株あたり54円とし、第75回定時株主総

会に付議する予定です。

　また、次期の配当につきましては、１株当たり59円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、諸情勢を考慮の上、検討をしていく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 28,259 30,022

受取手形・完成工事未収入金等 33,555 36,505

電子記録債権 5,778 3,557

有価証券 1,999 1,999

未成工事支出金 2,331 1,770

商品及び製品 22 26

仕掛品 0 0

材料貯蔵品 490 660

未収入金 74 51

その他 1,321 1,469

貸倒引当金 △42 △34

流動資産合計 73,791 76,029

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 12,352 12,354

減価償却累計額 △5,661 △5,934

建物・構築物（純額） 6,691 6,419

機械、運搬具及び工具器具備品 25,660 26,987

減価償却累計額 △22,032 △22,561

機械、運搬具及び工具器具備品（純

額）
3,627 4,426

土地 11,419 11,361

リース資産 42 41

減価償却累計額 △12 △20

リース資産（純額） 29 20

建設仮勘定 228 1,075

有形固定資産合計 21,995 23,303

無形固定資産

その他 299 257

無形固定資産合計 299 257

投資その他の資産

投資有価証券 7,449 7,468

長期前払費用 700 118

破産更生債権等 6 6

投資不動産 2,991 3,137

繰延税金資産 975 1,080

退職給付に係る資産 2,130 2,285

その他 2,636 2,567

貸倒引当金 △367 △369

投資その他の資産合計 16,524 16,295

固定資産合計 38,819 39,856

資産合計 112,610 115,885

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 12,470 11,855

電子記録債務 7,817 8,317

短期借入金 815 870

未払法人税等 2,879 2,706

未成工事受入金 2,835 2,144

完成工事補償引当金 155 172

工事損失引当金 21 0

未払費用 2,689 2,611

その他 5,937 5,295

流動負債合計 35,622 33,974

固定負債

長期未払金 110 141

リース債務 15 12

繰延税金負債 2 2

再評価に係る繰延税金負債 786 769

役員株式給付引当金 91 107

その他 62 60

固定負債合計 1,069 1,094

負債合計 36,692 35,068

純資産の部

株主資本

資本金 6,119 6,119

資本剰余金 6,358 6,358

利益剰余金 65,761 70,588

自己株式 △2,883 △3,411

株主資本合計 75,355 79,654

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 589 525

土地再評価差額金 △1,082 △1,120

為替換算調整勘定 516 1,316

退職給付に係る調整累計額 441 364

その他の包括利益累計額合計 465 1,085

非支配株主持分 96 77

純資産合計 75,917 80,817

負債純資産合計 112,610 115,885
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高

完成工事高 107,645 109,147

兼業事業売上高 563 356

売上高合計 108,209 109,504

売上原価

完成工事原価 85,564 85,310

兼業事業売上原価 477 243

売上原価合計 86,041 85,554

売上総利益

完成工事総利益 22,081 23,836

兼業事業総利益 86 113

売上総利益合計 22,168 23,949

販売費及び一般管理費 10,440 10,713

営業利益 11,727 13,236

営業外収益

受取利息 16 7

受取配当金 99 164

受取ロイヤリティー 18 20

受取保険金 55 334

固定資産賃貸料 165 278

為替差益 101 140

持分法による投資利益 284 234

その他 89 93

営業外収益合計 830 1,274

営業外費用

支払利息 25 29

手形売却損 1 3

支払手数料 12 102

支払保証料 74 65

賃貸収入原価 109 228

事務所閉鎖費用 44 －

その他 154 104

営業外費用合計 422 533

経常利益 12,136 13,976

特別利益

固定資産売却益 12 55

投資有価証券売却益 115 5

特別利益合計 128 61

特別損失

和解金 5 －

固定資産除売却損 4 13

退職特別加算金 － 9

関係会社株式売却損 － 735

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 9 758

税金等調整前当期純利益 12,254 13,279

法人税、住民税及び事業税 3,672 4,458

法人税等調整額 △43 △74

法人税等合計 3,629 4,383

当期純利益 8,625 8,895

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △14 △34

親会社株主に帰属する当期純利益 8,640 8,930

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 8,625 8,895

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 501 △63

為替換算調整勘定 118 221

退職給付に係る調整額 727 △77

持分法適用会社に対する持分相当額 △51 577

その他の包括利益合計 1,296 658

包括利益 9,921 9,553

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 9,934 9,573

非支配株主に係る包括利益 △12 △19

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,119 6,358 59,276 △2,793 68,960

当期変動額

剰余金の配当 △2,130 △2,130

親会社株主に帰属する
当期純利益

8,640 8,640

自己株式の取得 △90 △90

土地再評価差額金の取崩 △25 △25

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 6,484 △90 6,394

当期末残高 6,119 6,358 65,761 △2,883 75,355

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

土地再評価差額
金

為替換算調整勘
定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 87 △1,107 450 △285 △855 109 68,215

当期変動額

剰余金の配当 △2,130

親会社株主に帰属する
当期純利益

8,640

自己株式の取得 △90

土地再評価差額金の取崩 △25

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

501 25 66 727 1,321 △12 1,308

当期変動額合計 501 25 66 727 1,321 △12 7,702

当期末残高 589 △1,082 516 441 465 96 75,917

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,119 6,358 65,761 △2,883 75,355

当期変動額

剰余金の配当 △2,598 △2,598

親会社株主に帰属する
当期純利益

8,930 8,930

自己株式の取得 △2,077 △2,077

自己株式の消却 △1,543 1,543 －

株式給付信託による自
己株式の交付

6 6

土地再評価差額金の取崩 38 38

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 4,827 △527 4,299

当期末残高 6,119 6,358 70,588 △3,411 79,654

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

土地再評価差額
金

為替換算調整勘
定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 589 △1,082 516 441 465 96 75,917

当期変動額

剰余金の配当 △2,598

親会社株主に帰属する
当期純利益

8,930

自己株式の取得 △2,077

自己株式の消却 －

株式給付信託による自
己株式の交付

6

土地再評価差額金の取崩 38

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△63 △38 799 △77 619 △19 599

当期変動額合計 △63 △38 799 △77 619 △19 4,899

当期末残高 525 △1,120 1,316 364 1,085 77 80,817

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 12,254 13,279

減価償却費 1,842 2,140

固定資産除売却損益（△は益） 4 △42

持分法による投資損益（△は益） △284 △234

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △5

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 7 16

工事損失引当金の増減額（△は減少） 4 △20

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △1,414 △154

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 26 15

受取利息及び受取配当金 △116 △172

支払利息 25 29

手形売却損 1 3

投資有価証券売却損益（△は益） △115 △5

投資有価証券評価損益（△は益） － 0

関係会社株式売却損益（△は益） － 735

売上債権の増減額（△は増加） △67 △648

未成工事支出金の増減額（△は増加） 1,626 568

棚卸資産の増減額（△は増加） 81 △157

仕入債務の増減額（△は減少） 1,000 △153

未成工事受入金の増減額（△は減少） △40 △692

その他 2,080 △1,326

小計 16,910 13,176

利息及び配当金の受取額 116 172

利息の支払額 △25 △29

手形売却に伴う支払額 △1 △3

法人税等の支払額 △1,794 △4,719

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,206 8,597

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2,999 －

有価証券の償還による収入 999 －

有形固定資産の取得による支出 △3,197 △2,970

有形固定資産の売却による収入 31 115

無形固定資産の取得による支出 △44 △45

投資有価証券の取得による支出 △16 △317

投資有価証券の売却による収入 526 8

関係会社株式の売却による収入 － 1,017

関係会社株式の取得による支出 － △1,046

関係会社貸付金の回収による収入 5 4

投資不動産の取得による支出 △2,998 △351

投資不動産の売却による収入 443 205

保険積立金の払戻による収入 102 1,037

その他 △80 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,228 △2,350

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △271 △8

自己株式の取得による支出 △90 △2,077

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △10 △8

配当金の支払額 △2,127 △2,593

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,499 △4,687

現金及び現金同等物に係る換算差額 22 204

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,501 1,763

現金及び現金同等物の期首残高 22,758 28,259

現金及び現金同等物の期末残高 28,259 30,022

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客との約束が財又はサー

ビスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、代理人として純額で収益を認識して

おります。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の

利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当連結会計年度の売上高は658百万円減少し、売上原価は658百万円減少しておりますが、営業利益、経

常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方

針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント その他

（注）
計

建設事業

売上高

外部顧客への売上高 107,645 563 108,209

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 1,032 1,032

計 107,645 1,595 109,241

セグメント費用 95,944 1,570 97,514

セグメント利益 11,701 25 11,727

セグメント資産 71,269 1,189 72,459

その他の項目

減価償却費 1,791 20 1,811

有形固定資産および無形固定資産の増加額 5,998 11 6,009

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社の

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社グループは、地域ごとに支社及び連結子会社を置き、各支社及び連結子会社は建設事業の受注及び施工、商品

資材販売等について国内、海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　従って、当社グループは支社及び連結子会社を基礎とした、土木工事、建築工事及び商品資材販売等事業から構成

されており、事業活動の内容及び経営環境に関して適切な情報を提供するため、事業形態の類似する複数セグメント

を集約し、「建設事業」を報告セグメントとしております。

　「建設事業」は、斜面・法面対策工事、基礎・地盤改良工事、補修・補強工事、環境修復工事、一般土木工事及び

建築工事等を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」と概ね同

一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数字であります。

　セグメント間の内部取引高及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品資材販売事業、

　　　リース事業及び訪問介護事業等を含んでおります。
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（単位：百万円）

報告セグメント その他

（注）
計

建設事業

売上高

外部顧客への売上高 109,147 356 109,504

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 1,116 1,116

計 109,147 1,473 110,620

セグメント費用 95,974 1,410 97,385

セグメント利益 13,173 62 13,235

セグメント資産 73,055 1,247 74,303

その他の項目

減価償却費 2,102 20 2,122

有形固定資産および無形固定資産の増加額 3,346 20 3,366

（単位：百万円）

売上高  前連結会計年度  当連結会計年度

報告セグメント計 107,645 109,147

「その他」の区分の売上高 1,595 1,473

セグメント間取引消去 △1,032 △1,116

連結財務諸表の売上高 108,209 109,504

（単位：百万円）

利益  前連結会計年度  当連結会計年度

報告セグメント計 11,701 13,173

「その他」の区分の利益 25 62

セグメント間取引消去 0 0

連結財務諸表の営業利益 11,727 13,236

（単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 71,269 73,055

「その他」の区分の資産 1,189 1,247

全社資産 39,776 42,579

その他の調整額 374 △997

連結財務諸表の資産合計 112,610 115,885

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品資材販売事業、

　　　リース事業及び訪問介護事業等を含んでおります。

（収益認識に関する会計基準等の適用）

（会計方針の変更）に記載の通り、当連結会計年度の期首から収益認識基準を適用し、収益認識に関する会計

処理方法を変更したため、建設事業セグメントおよびその他セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変

更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度の売上高及びセグメント

費用が建設事業セグメントで299百万円減少、その他セグメントで358百万円減少しておりますが、各セグメン

ト利益に与える影響はありません。

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
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その他の項
目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 1,791 2,102 20 20 △2 △34 1,809 2,087

有形固定
資産及び
無形固定
資産の
増加額

5,998 3,346 11 20 － △1 6,009 3,364

(1）売上高 　（単位：百万円）

　日本 　北米 　その他 　合計

104,024 2,488 1,696 108,209

(1）売上高 　（単位：百万円）

　日本 　北米 　その他 　合計

107,480 967 1,056 109,504

（単位：百万円）

【関連情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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項目
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 1,463.01円 1,591.20円

１株当たり当期純利益金額 166.58 174.12

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額

　潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額については、潜在株式がな

いため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額については、潜在株式がな

いため記載しておりません。

項目
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
8,640 8,930

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額（百万円）
8,640 8,930

普通株式の期中平均株式数（株） 51,867,357 51,289,634

項目
前連結会計年度末
（2021年３月31日）

当連結会計年度末
（2022年３月31日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計金額

（百万円）
75,917 80,817

普通株式に係る純資産額（百万円） 75,820 80,739

普通株式の発行済株式数（株） 57,804,450 55,504,450

普通株式の自己株式数（株） 5,979,159 4,762,906

１株当たりの純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株）
51,825,291 50,741,544

（１株当たり情報）

　（注）１　１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）２　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注)役員向け株式交付信託が保有する当社株式を、１株当たり当期純利益及び1株当たり純資産額の算定上、期中平均株

式数の計算において控除する自己株式に含めております。（前連結会計年度96,500株、当連結会計年度131,929株）
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（重要な後発事象）
該当事項はありません。
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 19,390 22,286

受取手形 1,975 1,899

電子記録債権 5,735 3,510

完成工事未収入金 25,284 28,026

有価証券 1,999 1,999

未成工事支出金 1,764 1,221

材料貯蔵品 232 285

仕掛品 0 0

未収入金 124 104

前払費用 393 254

立替金 95 190

その他 711 758

貸倒引当金 △38 △34

流動資産合計 57,670 60,504

固定資産

有形固定資産

建物 9,115 9,085

減価償却累計額 △3,522 △3,738

建物（純額） 5,592 5,347

構築物 2,163 2,173

減価償却累計額 △1,723 △1,774

構築物（純額） 439 399

機械及び装置 19,491 20,080

減価償却累計額 △16,861 △17,018

機械及び装置（純額） 2,630 3,062

車両運搬具 192 212

減価償却累計額 △184 △176

車両運搬具（純額） 8 36

工具器具・備品 3,756 3,971

減価償却累計額 △3,350 △3,443

工具器具・備品（純額） 405 528

土地 10,876 10,818

リース資産 41 41

減価償却累計額 △13 △21

リース資産（純額） 28 20

建設仮勘定 216 972

有形固定資産合計 20,197 21,186

無形固定資産

ソフトウエア 285 239

無形固定資産合計 285 239

４．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 2,666 2,904

関係会社株式 4,243 5,037

従業員に対する長期貸付金 0 0

関係会社長期貸付金 120 120

破産更生債権等 6 6

長期前払費用 660 99

投資不動産 2,991 3,137

前払年金費用 1,543 1,811

繰延税金資産 1,170 1,233

その他 2,328 2,238

貸倒引当金 △365 △367

投資その他の資産合計 15,367 16,222

固定資産合計 35,850 37,648

資産合計 93,520 98,153

負債の部

流動負債

支払手形 1,691 1,682

電子記録債務 7,817 8,317

工事未払金 8,930 8,442

リース債務 12 8

未払金 270 335

未払費用 2,228 2,203

未払法人税等 2,675 2,446

未成工事受入金 1,367 1,086

預り金 83 85

完成工事補償引当金 148 165

工事損失引当金 3 0

設備関係支払手形 298 687

その他 4,452 3,925

流動負債合計 29,982 29,387

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 786 769

リース債務 15 12

役員株式給付引当金 91 107

その他 14 13

固定負債合計 908 902

負債合計 30,891 30,289
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,119 6,119

資本剰余金

資本準備金 6,358 6,358

資本剰余金合計 6,358 6,358

利益剰余金

利益準備金 1,221 1,221

その他利益剰余金

圧縮記帳積立金 13 12

別途積立金 15,258 15,258

繰越利益剰余金 37,035 42,900

利益剰余金合計 53,528 59,392

自己株式 △2,883 △3,411

株主資本合計 63,122 68,458

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 589 525

土地再評価差額金 △1,082 △1,120

評価・換算差額等合計 △492 △595

純資産合計 62,629 67,863

負債純資産合計 93,520 98,153
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当事業年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高

完成工事高 89,918 94,551

売上高合計 89,918 94,551

売上原価

完成工事原価 70,524 72,825

売上原価合計 70,524 72,825

売上総利益

完成工事総利益 19,393 21,725

売上総利益合計 19,393 21,725

販売費及び一般管理費

役員報酬 375 385

従業員給料手当 4,405 4,498

退職給付費用 259 193

法定福利費 698 708

福利厚生費 115 120

修繕維持費 20 7

事務用品費 209 222

通信交通費 376 418

動力用水光熱費 37 42

研究開発費 622 565

広告宣伝費 26 25

貸倒引当金繰入額 △4 △1

交際費 40 59

寄付金 6 5

地代家賃 388 349

減価償却費 259 343

租税公課 423 412

保険料 164 104

雑費 678 978

販売費及び一般管理費合計 9,104 9,441

営業利益 10,289 12,283

営業外収益

受取利息 11 4

受取配当金 160 213

受取ロイヤリティー 18 20

受取保険金 55 333

固定資産賃貸料 162 275

為替差益 95 129

雑収入 62 79

営業外収益合計 565 1,056

（２）損益計算書
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当事業年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業外費用

支払利息 0 0

支払手数料 12 102

手形売却損 1 3

支払保証料 69 63

賃貸収入原価 109 228

事務所閉鎖費用 44 －

雑支出 144 98

営業外費用合計 383 497

経常利益 10,471 12,843

特別利益

固定資産売却益 7 81

投資有価証券売却益 115 5

関係会社株式売却益 － 1,007

特別利益合計 123 1,093

特別損失

固定資産除売却損 4 2

和解金 5 －

退職特別加算金 － 9

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 9 12

税引前当期純利益 10,584 13,924

法人税、住民税及び事業税 3,249 4,023

法人税等調整額 △43 △65

法人税等合計 3,206 3,958

当期純利益 7,378 9,966

- 23 -

ライト工業株式会社（1926）2022年３月期決算短信



前事業年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当事業年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

材料費 18,283 25.9 18,668 25.6

労務費 388 0.5 461 0.6

（うち労務外注費）    （－） （－）    （－） （－）

外注費 31,872 45.1 33,418 45.8

経費 19,980 28.3 20,277 27.8

（うち人件費） （5,322) （7.5） （5,446) （7.4）

計 70,524 100.0 72,825 100.0

完成工事原価報告書

　（注）　原価計算の方法は、個別原価計算であります。
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計
資本準備金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計圧縮記帳積
立金

別途積立金
繰越利益剰

余金

当期首残高 6,119 6,358 6,358 1,221 29 15,258 31,797 48,306 △2,793 57,990

当期変動額

剰余金の配当 △2,130 △2,130 △2,130

当期純利益 7,378 7,378 7,378

圧縮記帳積立金
の取崩

△15 15 － －

自己株式の取得 △90 △90

土地再評価差額
金の取崩

△25 △25 △25

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － － － － △15 － 5,238 5,222 △90 5,132

当期末残高 6,119 6,358 6,358 1,221 13 15,258 37,035 53,528 △2,883 63,122

評価・換算差額等

純資産合計その他有価
証券評価差

額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 87 △1,107 △1,019 56,970

当期変動額

剰余金の配当 △2,130

当期純利益 7,378

圧縮記帳積立金
の取崩

－

自己株式の取得 △90

土地再評価差額
金の取崩

△25

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

501 25 526 526

当期変動額合計 501 25 526 5,659

当期末残高 589 △1,082 △492 62,629

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計
資本準備金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計圧縮記帳積
立金

別途積立金
繰越利益剰

余金

当期首残高 6,119 6,358 6,358 1,221 13 15,258 37,035 53,528 △2,883 63,122

当期変動額

剰余金の配当 △2,598 △2,598 △2,598

当期純利益 9,966 9,966 9,966

圧縮記帳積立金
の取崩

△0 0 － －

自己株式の取得 △2,077 △2,077

自己株式の消却 △1,543 △1,543 1,543 －

株式給付信託に
よる自己株式の
交付

6 6

土地再評価差額
金の取崩

38 38 38

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － － － － △0 － 5,864 5,863 △527 5,335

当期末残高 6,119 6,358 6,358 1,221 12 15,258 42,900 59,392 △3,411 68,458

評価・換算差額等

純資産合計その他有価
証券評価差

額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 589 △1,082 △492 62,629

当期変動額

剰余金の配当 △2,598

当期純利益 9,966

圧縮記帳積立金
の取崩

－

自己株式の取得 △2,077

自己株式の消却 －

株式給付信託に
よる自己株式の
交付

6

土地再評価差額
金の取崩

38

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

△63 △38 △102 △102

当期変動額合計 △63 △38 △102 5,233

当期末残高 525 △1,120 △595 67,863

当事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交

換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客との約束が財又はサービス

を他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、代理人として純額で収益を認識しており

ます。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の利益剰余

金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当事業年度の売上高は267百万円減少し、売上原価は267百万円減少しておりますが、営業利益、経常利

益及び税引前当期純利益に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10

号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、財務諸表への影響はありません。
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